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蛙大海を知らず、されど宇宙を見る」。あくま

で理論上の話ですが、地表から数千メートルを

超える穴を真っ直ぐに掘れたとすると、底から

見上げる空は昼でも夜空のように暗く、いくつ

か星が見えるのだそうです。散乱光はすべて壁

にぶつかるため、まっすぐ上の宇宙にある星の

光だけが穴の底まで届く。これは「専門性」の

暗喩です。私たちは「専門性」を狭いものとし

てとらえがちですが、実は１つのことを極める

ことは、同時に分野を超えて通用する知識やス

キルを身につけることにもなる。これはいわば

物事の真理ともいうべきものです。科学ともい

えます。料理はまさしく科学ですが、同じこと

は他分野のビジネスにおいてもいえます。専門

を極めたプロフェッショナルは、異なる分野で

もその力を発揮することができるのです。

　それにもかかわらず、中高年のスペシャリス

トが異なる分野で活躍する例は、それほど多く

はありません。1つの専門分野でキャリアを積ん

できたからこそ、自分をその枠に閉じ込めてし

まうからです。選択肢を自分で制限してチャン

スを失ってしまう。カールも当初は「オレはフレ

ンチのシェフだ」とこだわりを見せていました。

しかし、自分の可能性を信じて枠を破ることで

次の豊かなキャリアを作ることができたのです。

　フードトラックで生き生きと働くカールは、

自分の仕事の意味を認知したうえで、自分がよ

り満足しやすいように仕事を再構成する「ジョ

ブクラフティング」を実践していました。これ

も、豊かなキャリアを築くために大切なことで

す。しかし、私は、カールに、新規事業コンサ

ルタントの石川明氏が言うところの「ディープ

スキル（人間心理や組織力学を踏まえた洞察力

や行動力）」があれば、もとのフレンチレスト

ランでも自分の好きな料理を作り、成功できた

と思います。プロフェッショナルとしての力は

十分にあるのですから。

　そう考えると、カールは魅力的な人物である

と同時に反面教師といえる面もありそうです。

それもこの映画のおもしろさの１つです。

MOVIE

『シェフ三ツ星フードトラック始めました』に学ぶ
“プロフェッショナル”の定義

カールは、パーシーに
対して、父親として生
き生きと働く自分の姿
を間近で見せると同時
に、フードトラックの
スタッフとして一人前
扱いする。その経験に
よってパーシーは一夏
で大きく成長する。

Text=伊藤敬太郎　Illustration=信濃八太郎　Photo=平山 諭

Noda Minoru リクルートワークス研
究所特任研究顧問。専門分野は組
織論、経営戦略論、ミーティングマネ
ジメント。
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　しかしその後、小西さんは立ち直る。かけが

えのない数年間を楽しもうと気持ちを切り替

え、「駐夫」として自らをブランディングし、各

メディアに寄稿した。最終的には退職して独立。

帰国後は大学院で、自身やほかの駐夫の経験を

学問的に捉え直し、社会に問題提起したいと修

士論文に取り組んだ。本著はその修論がベース

になっている。書籍化の際には、経済力や社会

的地位が妻より劣っていると自認する夫たちに

もインタビューし、その心の内を分析した。

稼げないのは男らしくない？ 
呪縛に苦しんだ夫たち

　見えてきたのは、日本社会に根強く残る「男

は稼いでナンボ」という、稼得能力と男らしさ

を結びつける考え方に、男性自身が縛られてい

る姿だった。ある駐夫は、妻が稼いだお金での

買い物を躊躇していた。別の駐夫は、夫婦喧嘩

で言われた「今こうやって（海外に）住めている

　駐妻ならぬ駐夫＝海外駐在員の夫が、増えて

いる。フェイスブック上の「世界に広がる駐夫・

主夫友の会」のメンバーは2018年の発足時の

4人から現在160人に。著者の小西一禎さんは

同会を主宰する元共同通信社の政治部記者だ。

　小西さんが休職し駐夫になったのは45歳の

とき。逡巡しながらも「家族一緒がいちばんだ

から」と決心した。だが、いざアメリカでの生

活が始まると深刻なアイデンティティー・クラ

イシスに陥った。

 「妻や子ども2人を送り出したあと、自分には

行くところがない。働く身でなくなった現実を

突きつけられ、『俺は何やってるんだろう』と。

決定的だったのは、親しくしていた他社の記者

がワシントンに赴任し、家族で遊びに行ったと

き。政治談義のあと、『ところで小西さんは毎

日どんな生活を？』と聞かれ、屈辱感に打ちの

めされたんです。一切の家事ができなくなって

10日間寝込みました」

　男としてのプライドが傷つき、キャリアへの

不安を募らせる自分とは対照的に、妻は海外赴

任の夢を叶え、生き生きと働いている。見下さ

れているような気がして、ことあるごとに「俺

はついてきてやった感」を振りかざした。

著
者
と
読
み
直
す

共同通信社の記者だった著者は2017年、妻のアメリカ赴任
に同行するため休職し、2人の子どもを連れて渡米。仕事漬
けの日々から扶養される立場に変わったことで、アイデン
ティティーの危機に直面した。その経験から、駐在員の夫
や自分より高収入の妻を持つ夫たちを調査。稼ぐ力と「男
らしさ」をめぐる葛藤と、彼らが苦悩の末に見出した新たな
価値観・生き方を明らかにし、夫も妻も共に活躍できる社
会に向けた処方箋を提示する。（筑摩書房刊）

Text=石臥薫子　Photo=今村拓馬

本 日 の 1 冊

小西一禎

妻に稼がれる
夫のジレンマ

最後のページを閉じたとき、
「面白かった」「ためになった」だけで
終わらない本がある。
そんな “後を引く” 本を、
著者と一緒に読み直す。
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は相対化し、違う道があると気づいたんです」

　しかし、価値観が変わった彼らの前に、変わ

ろうとしない日本企業の壁が立ちはだかった。

 「日本企業はキャリア中断する男性に極めて不

寛容で、『競争から降りた人』と捉えてしまう。

本人たちは新しい価値観やスキルを身に付けパ

ワーアップしているのに、復職組は飼い殺しに

され、転職にチャレンジした人たちも面接まで

なかなか漕ぎ着けず、辛酸を嘗めていました」

生き方を変えた夫たちに「希望」 
男性がジェンダーを語る意義　

　しかし奮闘の結果、インタビューした駐夫全

員が渡航前より働きやすい職場や望むキャリア

を手にした。その事実に小西さんは「希望を感

じた」。収入や社会的地位が格上の妻を持つ夫

たちも、妻を心から応援し、旧来の性別役割意

識から自由になっていた。彼らを「令和の時代

の新たな男性像を体現した存在」と見る小西さ

んは、「今までは女性も男性に稼ぎ手役割を期待

し、お互いに『男らしさ』『女らしさ』を押し付

けあっていた。そこから解き放たれれば、男女

ともに生きやすくなるはず」と力を込める。

　だが、そんな小西さんも、男らしさの呪縛か

ら逃れるのは容易ではなかった。政治部時代に

親しかった議員や官僚、記者と再会すると、か

つてのマッチョな自分が顔を出し、駐夫だった

過去を隠したくなった。修論の内容を変えよう

とすら思ったところを、指導教授に「あなたに

しか書けない」と言われ、我に返った。

 「ジェンダー問題というだけで聞く耳を持たな

い男性があまりにも多い。かつての私もそうで

した。だからこそ、男性である自分が語りかけ

ることで、これまでと違った聞き方をしてもら

えるのではないか。それが男性一人ひとりの意

識改革に繋がればと願っています」

のは、私のおかげじゃん」という一言が頭から

離れないと語った。妻の収入が自分を上回る夫

は、自身も相応の収入を稼いでいるのに「ヒモ

みたいに感じることもある」と打ち明けた。

 「私自身、駐夫時代は男が主たる稼ぎ手である

べきという意識に最後まで囚われ、モヤモヤが

晴れることはなかった。インタビューした12人

には20、30代もいましたが、若い世代も本音

はそれほど変わっていないと感じました」

　本書で出色なのは、男性たちが葛藤の末に価

値観を転換させていく過程を鮮やかに捉えてい

る点だ。駐夫たちは異国の地で、柔軟にキャリ

アを変えたり、効率的に働いて家族との時間を

大切にする人々を間近に見て、日本にいたとき

とは異なる働き方、生き方を模索し始める。

 「男は稼がなくてはならないのだから長時間労

働は致し方ないし、家事育児の負担が妻に偏る

のも仕方ないと考えていた過去の自分を、彼ら

Book stories

Konishi Kazuyoshi　ジャーナリスト。慶應義塾大
学卒業後、共同通信社に入社。長く政治部記者を務
めたあと、ニューヨーク転勤が決まった妻と家族で
渡米。「世界に広がる駐夫・主夫友の会」代表。在米
中、３年間の休職期間満期につき退社。専門はジェ
ンダーやキャリア形成、政治など。修士（政策学）。
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編 集 後 記

「ローカルから始まる。」で取材した平田は
る香さんが始めたパン屋「わざわざ」と「わ
ざマート」は、本当に「こんなところに？」
という場所にあります。値段も決して安く
はありません。それでもお客さんはひっき
りなしに来ていました。今の時代に求めら
れる「価値」とは何かを改めて考えさせら
れました。印象的だったのは、「コンビニ
の父」といわれた鈴木敏文氏を尊敬すると
いう経営哲学。規模を追求しなければ社会
にインパクトを与えられないという平田さ
んの言葉はとても新鮮でした。� （浜田）

フリーランスになった20数年前、社会的な
立場は弱く、契約という概念もなければあっ
たとしてもとても弱い立場であることを実
感する場面が多くありました。まだまだ課
題は残っているものの、28ページに登場い
ただいた平田麻莉さんたちの甚大な努力が
実を結び、改善の方向に進んでいます。今
回の特集にも非正規公務員や芸能従事者な
どの当事者の声を掲載しました。法制化が
追いつかないほどに、働き方や仕事は多様
です。より多くの人々の人権が守られる方
向に向かうように、私たちも取材を続け、
応援していきたいと思います。� （入倉）

今号は、「ビジネスと人権」という、今の
世の中で必要不可欠ではあるものの、どん
な切り口で考えたらいいかが難しいテーマ
に、正面から切り込んだものになったので
はないかと思います。専門家や企業の皆様
の貴重なお話を伺いながら、人権に配慮し
た経営ができるかどうかは、経営層の意思
決定が重要だと痛感しました。山口一男・
シカゴ大学教授の「経済活動における男女
平等な社会の実現は、社会の価値創造性自
体を高めていくためにも、とても重要」と
の言葉が、印象に残っています。� （川口）

成果の追求、DE&Iを意識した部下の育成やマネジメント、

コンプライアンスの遵守など、管理職の負担は増すばかりで、

もはや管理職は「罰ゲーム」とまで言われ、

若い世代では男女ともに「なりたくない」という声が急増しています。

そもそも管理職の役割とは何か。名前も含めて「再定義」が今、求められています。

管理職の仕事や生活、悩みなどの実態や先進事例を踏まえ、

求められる能力やスキル、役割や職務、

企業が行うべき育成やアサインメントなどを明かにしていきます。

次号No.185のテーマは

Next

 「管理職」の
再定義（仮題）

発行は、2024年8月9日（金）です。
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Z世代　私たちのキャリア観
自分らしさと不安のはざまで


